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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、股関節安定性に対する大腿骨頭靱帯の役割を未固定新鮮凍結遺体を
用いて解析することである。まず、未固定遺体にて前方筋間アプローチにより関節に侵入し、内側関節包の部分
切開を用いて大腿骨頭靱帯切除モデルの作成を行った。次に、股関節他動運動にて切除前と切除後の各可動域の
変化ついて検証したところ、回旋可動域にて伸展0°、30°、60°では内旋、外旋ともに切除前、切除後で有意
な差異は認めなかったが、屈曲90°で平均15°、屈曲120°で平均29°内外可動域は拡大した。現在、症例数の
増加とともにＣＴを用いた骨頭中心の三次元的動態解析を進めている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the function of ligamentum 
teres as a joint stabilizer in hip joint by biomechanical technique in fresh cadaver. We planed to 
perform the joint dynamic analysis of the hip to investigate the physiological function of the 
ligamentum teres. To create a cadaveric model of resection of the ligamentum teres preserving the 
joint capsule and the muscles around the hip joint, we resected the ligamentum teres using direct 
anterior approach and open the medial part of the capsule. Subsequently, the passive range of motion
 of the hip joint was tested and compared between before and after resection of the ligamentum 
teres. Rotation of the hip joint was assessed at every 30 degrees from 0 to 120 degrees of flexion. 
The range of rotation was significantly larger in resection model than that in control; the 
deviation was about 15 degrees at 90 flexion and 29 degrees at 120 flexion. 

研究分野：関節病学
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１．研究開始当初の背景 

 日本人における股関節形態の特徴は、“浅い

股関節”と言われており、一般日本人を対象

とした疫学調査からもその特徴は示されて

いる。また、本邦において臨床上最も罹患数

の多い変形性股関節症に関して、その背景は、

欧米と異なり、約 80％が寛骨臼形成不全に起

因する 2 次性変形性股関節症とされている。

現在、本邦における変形性股関節症の有病率

は 1.0〜4.3％とされているため、推定 100万

人以上もの寛骨臼形成不全患者が存在する

ことになる。このような“浅い股関節”がも

たらす病態の主因は関節不安定性が基盤と

なっていると考えられる。 

 近年、股関節分野において、内視鏡手術が

急速に発展・普及してきたことによって、こ

れまで診断に至らなかった新たな疾患概念

が報告されており、“関節不安定性”もその

一つとして注目されている。これまで股関節

安定性を規定する因子としてもっぱら骨形

態が議論の中心であったが、内視鏡の普及に

より骨形態異常が明らかでない例（あるいは、

境界型の寛骨臼形成不全）においても関節不

安定性が股関節障害を起こしうる重要な要

因となることが明らかとなってきた。例えば、

Fig.1 に示すような境界型寛骨臼形成不全に

おいても関節唇損傷が高頻度に認め、その病

態は関節不安定性に起因するものと考えら

れる。 

 骨形態以外の関節安定性に寄与する因子

として、関節包（関節包靱帯），関節唇，大

腿骨頭靱帯の重要性が指摘されている。今回

我々は、大腿骨頭靱帯に着目した。かつて大

腿骨頭靱帯は，小児期の大腿骨頭への栄養源

（血流の供給）として機能し、成人ではその

血流は退化し単なる遺残物として認識され、

機能的には重要視されていなかった。従って，

その成人における詳細な解析は進展してい

ない。しかし、近年、内視鏡学をベースとし

た最新の知見よりその重要性が再認識され

始めている。関節鏡を行った約半数の症例で

大腿骨頭靱帯損傷を合併していたとの報告

もあり、関節スタビライザーとしての機能を

有する大腿骨頭靭帯の機能障害が関節不安

定性をもたらし、関節唇損傷や関節軟骨損傷

を引き起こすことが想像されている。 

 これまで関節スタビライザーとしての大

腿骨頭靱帯に関する基礎的な機能解析の報

告は少なく、欧米からの屍体を用いた研究成

果を数編認めるのみである。 

２．研究の目的 

 股関節の安定性に関与する因子として大腿

骨頭靱帯に着目し，その機能解析を多角的に

行う。今回我々は、関節周囲の筋肉、関節包、

関節唇との相互作用も考慮し、これらの関節

周囲の軟部組織を温存した状態で新鮮凍結

未固定遺体を用いて大腿骨頭靱帯切除モデ

ルを作成し、股関節動態解析を行うことを計

画した。 

 

３．研究の方法 

大腿骨頭靱帯切除モデルの作成 

 当初は、実際の臨床と同様、下肢牽引下に

股関節鏡を用いて、股関節周囲の軟部組織を

全て温存した大腿骨頭靱帯切除モデルを作

成する予定であった。 

 

 



しかし、遺体での牽引手技が煩雑であり再現

性の高いモデル作成が困難であったため、代

替え方法として、筋温存型アプローチである

Direct anterior approachにて関節に侵入し、

関節包を一部切開して大腿骨頭靱帯を切除

するモデルへと変更した。Direct anterior 

approach は、筋間侵入法の一つであり、筋

への損傷を最小限にすることが可能な方法

で、実臨床においても多数の報告がなされて

いる侵入方法である。大腿骨頭靱帯切除群と

非切除群（健側を用いる）とに群分けし比較

検討を行った。股関節を他動的に伸展，屈曲，

外転，内転，内外旋（伸展位と 90°屈曲位）

と動かし、その可動域を調査した。股関節

測定可動域はそれぞれ 30°毎に行った。 

 

４．研究成果 

 股関節可動域に関して、中間位での屈曲お

よび伸展に関しては切除群、非切除群との間

に有意な差異は認めなかった。また、関節回

旋可動域に関しては、伸展 0°、30°、60°

では内旋、外旋ともに非切除群、切除群で有

意な差異は認めなかったが、屈曲 90°で平均

15°、屈曲 120°で平均 29°内外旋の有効可

動域は拡大していた。これらの結果より、少

なくとも屈曲 90°以降の肢位において、大腿

骨頭靱帯が股関節回旋安定性に寄与する可

能性が示唆された。当初の計画では、関節の

動作解析に関して、骨頭中心の動きをＣＴを

用いてマッピングする予定であった。しかし、

検者の被爆のリスク等の問題が解決されず

達成できていない。現在、遺体の下肢を保持

する架台を作成しており、今後さらなる検証

をすすめている。また、靱帯成分解析や組織

学的な靱帯特性の調査に関しては、遺体に

おける抗原性の課題があり、一定の見解が得

られる結果が出ていない。今後は、実際の手

術検体を用いた新たな計画も検討中である

（倫理委員会はすでに承認を得ている）。 
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